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論文内容の要旨
AO を非可換 2 ートーラスとし、 u ， v を AO の unitary elements とし， u v=e2πiO v u を満足
するものとする。このとき u ， v は AO の生成元となる。
またi AÜを 2 次元トーラスから AO への Canonicul action~C::関して smooth な elementsからな
る AO の dense >\く一subalgebra とする。
さてAO の自己同型写像αが次の条件を満たすとき， α は微分間相写像であるという。
αCA 000 ) = A 000 
AO の微分間相写像には，次のような canonical な例があるo
1 )任意の unitary element W 0 A; 附して， αEα (x)=W* ， VαEAO と定める。
2) 任意の s ， t E IR ~C::対して、 α( ふりを a (s, t) ( u) = e 2πis u， a (s, t) (V)=~2πit v 
と定める。
3) 任意の g= (~ âJεSIL(2，11) 附して， αgを αg(u)= Ua v C ， αg (v)= Ua Vb と定める。
1986年にEll iott は乙の乙とについて次のような乙とを示した。
。が generio なとき， A t の任意の微分間相α に対しT， .!:ln EA; : unita恥 Es , tEIR , 
.!:l gESL (2,11) 
s , t ， α=A (W) 0 x ( s , t )。 αg
そこで，本研究では， e が generic ではないときに‘微分間相写像が，どのようになっているかを調
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ベる乙とにした。そして次のような結果を得た。
u 
....., () : generic でない無理数，】 α:Ag の微分同相写像
s , t.α ヂAd (W) 0 ct (s , t) 0 ct g 
f 0 r V w ()A 0 um tary , V s , t () IR , V ge S L ( 2 , II )，証明は次のような微分同相写像￠を
考える。
α(u)=e 2π i g ( v) u. ct ( v ) =v 
乙乙で g () cω (II) で実数値をとる。
上のような αを考え、次のような条件を満足するように， 。と g とを定めればよい。
r( α )=II 
7キ (Ko(A(}x αII) )=II+II (}o 
乙乙でr (ct) は α の Connes spect rum -; *は， A(} の uni quc tracial st s te より定まる
Ko(A(}xα II) から IRへの homomorphi smo 
論文の審査結果の要旨
Cキ環における微分間相写像の形をきめる問題は困難な問題であり，いままでいくつかの具体例につい
ての結果が与えられているにすぎない。そのうちで，注目を集めているのが、本論文の非可換 2 ートーラ
スの場合である。
非可環 2 ートーラスは， 1- トーラス TIL:対し， t → e却( 2πi () t) (ただし， ()は無理数)とい
う作用のもとに構成される。乙乙で， ()がリュウヴイノレ型の無理数でない場合，微分同相写像はある標準
形をもっ乙とが近年確立され，一般の場合にも乙の標準形が通用するのではないか， といわれていた。著
者は乙れに対して，その乙との成立しない反例を構築したものである。
微分間相写像には，いくつかの典型的な形のものがあり，標準形は，そのうちの 3 種類のものの結合の形
で示される。著者は，リュウヴ、イル型無理数 を適当な形でつくり，その 0 によって構成される非可換 2
ートーラスにおいては，乙の 3 種類のものとは異なる他の形の典型微分同相写像のうちに，乙の標準の形
には表しえないものがある乙とを証明したものである。証明の手段にはK理論が用いられ，乙の方法につ
いても，乙れはK理論の一つの、活用の道を示したものとして評価される。
以上、本論文は， C* 環の微分間相写像をきめるという，極めて魅力的なしかし困難な問題について重
要な知見を与えており，学位論文として価値あるものと認める。
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